












ききに当教室に於て，人体各種臓器の前脳性変化を細胞化学的に追求し， RNA , 多糖類， 及びミトコ
ンドリアが各種臓器の前癌性変化に於て，ほぼ共通なる変動を示すことが報告されたが，私は更に種々の





を採取し dry ice で速かに凍結し， -20oC 乃至-25 0C の Kryostat にて， 2μ 乃至 4μ の薄切切片をつ
くり， Rosa & Velardo 氏法を改良し，特に incubate の時聞を切り上げて， 5 分及び15分とし，ヘマト
キシリンにて核染色の後，ゼラチンにて封入，観察した。尚，同切片の一部をヘマトキシリン・エオジン
染色により対比し，他方，同切片の隣接部を Kolster 氏液にて固定し， Heidenhain の鉄ヘマトキシリン
染色及び Altmann 染色によるミトコンドリアの所見と比較検討した。
結果
私の用いた方法では， 15分間 incubate したものは一般に活性の強い部は diformazan の結晶を生じて















































なる小切片を採取し， dry ice で速かに凍結し， -20oC 乃至 25 0C の Kryostat にて 2μ 乃至仰の薄
切切片をっくり， Rosa & Velardo 氏法を改良し，特に反応時間を短縮して 5 分及び 15 分とし，へトキ
シリンにて核染色の後，ゼラチンにて封入観察した。なお一部の切片をヘマトキシリン・エオジン染色に
より対比し，他方，同切片の隣接部を Kolster 氏液にて固定し， Heidenhain の鉄ヘマトキシリン染色
及ひ守Altmann 染色によるミトコンドリアの所見と比較検討した。

















る増殖のエネルギーは旺盛なる嫌気的解糖に仰ぎ， TCA cycle には充分な余力がないというのが実情の
ようである。市して癌細胞のミトコンドリア並びに琉泊酸脱水素活性についての生化学的，組織化学的研
究はすでに報告されているところであって，癌細胞では，ミトコンドリア及び琉泊酸脱水素酵素活性は共
に低下することが知られているが，人体の胃粘膜の増殖性変化を中心とする諸病変について，ミトコンド
リアの形態学的変化と比較しつ人泊琉酸脱水素酸素活性を細胞化学的に追求した研究はいまだみられず
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特に増殖性変化と癌細胞，腸上皮化生，クロマチンに豊む核をもった細胞，壁細胞等に認められた月rr見は
胃疾患の病態，殊に府化の過程を考察するに当って極めて有意義なる知見であると思われる。
細胞の呼吸を司るミトコンドリアの研究は重要であり，久留外科教室においても，量に人体各種臓器の，
前癌性変化及びそれらを ~i-=l心とした諸病変について，細胞化学的研究が行われ，リボ核酸及びミトコンド
リアが各種臓器において，それぞれ共通した態度を示すことが明らかにされた。特にミトコンドリアは増
殖性の変化においては常に著明に増加し，癌細胞においては逆にかえって著明な減少を示すという結論が
得られたが，本研究は乙の結論を一層強く裏付けると共に，諸種胃病変における胃粘膜細胞|乎吸の動態のJ
一面を明らかにした点で，その価値が少くないものと考える。
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